
えにしの会
「闇を生み出す構造・改革への道｣

東京新聞特別報道部記者・木原育子（いっちゃん）

（精神保健福祉士、社会福祉士）



■自己紹介
２００７年中日新聞入社（現在１６年目）

石川・小松支局、大津支局（県警担当、県政担当）、浜松報道部（市政担当、企画班）を経
て、東京本社（東京新聞）へ

２０１５年０８月～東京新聞社会部

戦後７０年取材班、都庁クラブ、警視庁クラブを担当

２０２０年０８月～現在東京新聞特別報道部

（福祉全般、精神医療、更生保護、アイヌなど民族問題担当）

※２０２０年４月～日本社会事業大学通信制（社会福祉士課程）

※２０２２年３月 社会福祉士試験合格

※２０２２年４月～日本社会事業大学通信制（精神保健福祉士課程）

※２０２３年３月 精神保健福祉士試験合格



■特別報道部
・１９６８年３月２ページ見開き特集面「こちら特報部」が登場、今年で５５年。
・キャッチフレーズは、「ニュースの追跡」「話題の発掘」
・見開き２ページ、敷地が大きい紙面…ゲリラ部隊…
・民主政治、原発、死刑制度、精神保健など、記者それぞれが深堀りしたニュースを



■こちら特報面で継続して問いかけ中…



■日本精神科病院協会の山崎学会長インタビュー（２０２３年７月７日付）



■日本精神科病院協会の山崎学会長インタビュー

【心にノックを】
多くの人に現状を知ってもらうきっかけにしたいと取材打診

【インタビュー要旨】
・身体拘束について、「拘束しないで、患者が逆に自殺したり転倒骨折した
方が怖い」と発言。「なんで心が痛むの？」
・「精神科病院に入院し続けることは幸せか」との問いに「そう思う」。
・「拘束して治療のプログラムに乗せるのが今の法律」と語った。
・退院を促し、地域で暮らす地域移行については「きれいごとだ」「地域で
見守る？あんた、できんの？」
・強制入院の根拠法の全廃を勧告した国連障害者権利委員会を「余計な
お世話」



【どう描く？】
→ありのままに。

優等生的紙面を捨てよう、多少お行儀悪くても…

→報道の仕事は、考える材料を提供すること、
考えるのは「読者」の皆さん…

→「炎上」正攻法、しっかり燃えさせる
まずは「議論を」・・・

⇓

精神医療の矛盾を考えるきっかけに



■日本精神科病院協会の山崎学会長インタビュー

・結果は賛否両論

山崎会長は悪くない派（擁護派）＝「悪意あるインタビュー記事だ！会長をおとしめようとしている」

 「山崎さんの言っていることはその通りだ！」

山崎会長はけしからん派 ＝「山崎さんの発言は時代錯誤だ」「精神医療の恥だ・・・」

⇒擁護派の「声」をあぶり出す

…後ろめたさ、「ドキッとした」感情

…精神医療が変わらない「社会の正体」か

…見えなかったモノを見せていく

⇒「心痛みませんかって何なの。失礼だよ、きみ！」の意味

…（たぶん）踏み込まれたくなかった…実は心が痛んでいる？…「葛藤」に向き合えていない？

…葛藤なき拘束、精神医療の「闇」を作り出している



■異例の８期目会長が意味するもの

なぜ会長に留まる？

「精神科医療を何とかしたいと思っている。財源がつかないとしょ
うがないでしょ」（７月７日付「こちら特報部」インタビュー）

２０２４年はトリプル改定（診療報酬に加え、障害報酬や介護報酬）

⇓

強い政治力？



【会長職と政治】～オープン情報のみ～
２０１０年 日本精神科病院協会会長に就任
２０１３年１２月２４日 官邸へ
２０１６年７月２２日 中華料理「湖宮」で食事
２０１６年７月２３日 「富士ゴルフコース」（山中湖）でゴルフ
２０１６年９月１日 「叙勲」お祝いの席であいさつ
２０１９年７月２４日 中華料理「湖宮」で食事
２０１９年７月２５日 「富士桜カントリー倶楽部」

（富士河口湖）でゴルフ



【日本精神科病院政治連盟】
→２０１７～１９年の政治資金収支報告書
安倍元首相や厚労族議員らの４００万～５８０万円分のパーティー券購入

→２０２０年の政治資金収支報告書、元厚労副大臣に７００万円の寄付も…



「見ようとしなければ見えない世
界は確実にある。

その最たる存在が精神医療だ
と痛感した。

まずはこの現状を知るところか
ら始めたい」



ご静聴ありがとうございました…

■
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